実践型地域研究ニューズレター No.3 by 京都大学 生存基盤科学研究ユニット 東南アジア研究所 : 在地と都市がつくる循環型社会再生のための実践型地域研究
Title実践型地域研究ニューズレター No.3
Author(s)













































住所：〒606-8501 京都市左京区吉田下阿達町 46 
URL：http://www.shigafs.cseas.kyoto-u.ac.jp 




































































































































































除く（6月 21 日） 
朝とれた７種の魚の説明





































































































































































１．日時：平成 21 年 1 月 31 日（土） 13：30～ 
２．場所：南丹市国際交流会館 地階コスモホール 










Tel:0771-24-8430  Fax:0771-24-4683 
 
■第８回 定例研究会 
１．日時 ：平成 21 年 1 月 30 日（金）16:00-19:00 

















































ト‐フェーズ 2（PRDP-2）」の BRDB 職員モハマッド･
アミヌル・ラフマン・カーンさん（Mr. KHAN Md. 
Aminur Rahman；リンクモデル室課長）とムハッマド・
ハサヌル・ホク・モッラさん（Mr. MOLLAH Muhammad 
Hasanul Hoque；カリハティ郡副農村開発官）の 2 名で
した。研修目的の一つは、日本の地方行政と住民自治
が協働で推進する地域振興の現場を視察し、日本の知
見を PRDP-2 プロジェクトに活用することでした。 
京都、滋賀での研修は行政と住民自治組織の協働で
進められている地域振興を、広島では住民による地域
振興の実例を視察しました。亀岡市では、生存基盤科
学研究ユニット亀岡フィールドステーション京都学
園大学で｢プロジェクト保津川｣関係者との懇談機会
があり、市民、行政、大学関係者のネットワークによ
る市民活動の現状を紹介していただきました。訪問先
ではたくさんの方々にお目にかかり、いろいろなお話
を聞きましたが、日本の住民自治が歴史や地域によっ
て住民組織の形態や住民参加の仕方が大きく異なっ
ていること、都市近郊農村と中山間地農村の住民組
織、地域振興の取り組みの違いがあること、経済活
動とともに伝統、文化、景観や環境などソフト的な
活動が地域振興の重要な取り組みとなっていること
など、多くの興味深いことがありました。また、都
市近郊では住民組織である自治会組織の中に地域振
興を進める組織がおかれていますが、中山間地域で
は地域振興組織が個々の住民自治組織の枠を越えて
結成されています。中山間地は高齢化と人口減少で
個々の住民自治組織すら維持できないのが現状のよ
うです。その中で、南丹市美山地区では、自治会や
振興会、公民館など既存の住民自治組織を統合する
とともに、行政職員が出向して「振興会」という新
しい制度が導入されていました。行政サービスが住
民の近くにあるとともに、組織統合で役員数を減ら
すなど、過疎地における将来の新しい住民組織像を
提示するものではないかと感じました。このように、
今回は日本の地方の問題とそれに対して進められる
取り組みに、あまりにも無知な自分に気づく機会で
もありました。今後機会があれば、生存基盤科学研
究ユニット京滋フィールドステーション事業でもこ
れらの問題に目を向けていけたらと思います。 
最後に、「日本の田舎であったのは年配の人々ばか
りだった」と研修員が感想を述べていましたが、経
済発展が成功しアジアの途上国にとって目標である
日本の農村のこの
ような現状を目の
当たりにして、発
展について彼らが
再考する機会とな
ればと期待してい
ます。 研修員と亀岡フィールドステーショ
ン、プロジェクト保津川の関係者 
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